
‭日本の銀行で発行できる海外対応デビットカード‬

‭日本国内で発行され、‬‭フィリピンなど海外のATMで使えるデビットカード‬‭には、以下のよ‬
‭うな銀行の選択肢があります。多くは‬‭VISAデビット‬‭や‬‭JCBデビット‬‭などの国際ブランドが‬
‭付帯しており、現地ATMで現地通貨（PHP）を引き出すことが可能です。‬

‭※情報が最新でない可能性がありますので、ご自身で再度ご確認をお願いいたします。‬

‭※セブ島の教室では、現地で必要な費用をお支払いいただきます。現金を持参していただ‬
‭き、両替していただくか、デビットカードなどでの引出し手段の確保をお願いいたします。‬

‭✅ メガバンク‬

‭銀行名‬ ‭国際ブランド‬ ‭海外ATM利用‬ ‭備考‬

‭三菱UFJ銀行‬ ‭VISA / JCB‬ ‭◯（Cirrus、‬
‭PLUS）‬

‭ATM手数料＋為替手数料あ‬
‭り‬

‭三井住友銀行‬ ‭VISA‬ ‭◯‬ ‭アプリ管理が便利、Vpass‬
‭で利用確認可‬

‭みずほ銀行‬ ‭JCB / VISA‬ ‭◯‬ ‭使えるATMが限られること‬
‭あり（JCBは注意）‬

‭✅ ネット銀行・地方銀行（利便性・手数料面で人気）‬

‭銀行名‬ ‭国際ブランド‬ ‭海外ATM‬
‭利用‬

‭特徴・メリット‬

‭楽天銀行‬ ‭VISA / JCB‬ ‭◯‬ ‭月1回までATM手数料無料、‬
‭使いやすい‬

‭住信SBIネット銀行‬ ‭VISA‬ ‭◯‬ ‭ランクに応じて‬‭海外ATM利‬
‭用料無料枠あり‬



‭ソニー銀行‬ ‭VISA‬ ‭◯‬ ‭為替手数料が業界最安クラ‬
‭ス（+1.76%）‬

‭PayPay銀行‬
‭（旧ジャパンネット‬

‭銀行）‬

‭VISA‬ ‭◯‬ ‭スマホで残高管理がしやす‬
‭い‬

‭💡 フィリピンでのATM利用時のポイント‬
‭●‬ ‭PLUSまたはCirrusのマークがついたATM‬‭で使えます（多くのATMが対応）。‬

‭●‬ ‭ATM利用手数料（フィリピン側）として1回あたり‬‭200〜300ペソ程度‬‭引かれること‬
‭があります。‬

‭●‬ ‭日本側の銀行も**110～220円のATM手数料＋為替手数料（1.5%〜3%）**を加算。‬

‭●‬ ‭利用可能な引き出し上限金額に注意（例：1日5万円など）。‬

‭●‬ ‭ATM操作は英語表記になります。‬


